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２．対象・目的・内容
　活動初期の団体が実施する事業（ファーストステップ事業）と市民福祉の向上にきわめて効果的でさらなる広

年

が
りが期待できる事業（チャレンジ事業）の２種類について支援を行う。前者は設立３年以内の団体が行う市内複数
地区を対象とした事業の補助対象経費70％～80％の額で上限を１０万円とし支援を行う。後者は設立１

度

年以上の団
体で市内複数地区を対象とした事業の補助対象経費100％以下の額で上限を３０万円とし支援を行う。いずれも同
一団体の申請は年度内１事業とし、前者は２回、後者は３回を限度とし支援する。
　また、申請

　

は企画書を提出し、公開プレゼンテーションを行い、審査会で審査をして補助率を含めて採択決定を
する。
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事務量が多いことが伺える。市民団体等の活動に対する活動経

価 費等助成事業は他にもあるため、可能な限り本補助金に統合するような取組を行うべきである。

事業の概要説明
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　財政的援助によりボランティア団体の活動の充実が図られている。また、学生が地域住

　

民とともにボランティア
実績・成果 活動に参加するなど交流も進んでいる。

等 の 説 明

６．評価
評 価 事業の優先度(緊急性) 4 事業の必要性 2 実施主体の妥当性 4

１ ポイント 直接のサービスの相手方 1 受益者負担の適切さ 4 市

当

民ニーズの把握 1
事 業 の 継続実施

次 総合評価
　事業実施後３年目を迎えた事業であり、事業成果の把握がようやく行える段階に差し掛かったところである。

評 　新たな活動の芽も芽生えてきており、しばらく事業を継続した

初

上で必要な改善を行う。
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評 価 事業の優先度(緊急性) 4 事業の必要性 1 実施主体の妥当性 4

２ ポイント 直接のサービスの相手方 1 受益者負担の適切さ 5 市民ニーズの把握 1
事 業 の 改善・見直し

次 総合評価
　事業実施後

予

３年目の事業であるが、補助金交付件数の実績値は、まだ目標値に達していない。公開審査や活動報

評 告会に工夫を凝らす等、事業周知のための広報に努められたい。

説 明 　補助金額に対し人件費が大きいことから、事業の


